
傘のシェアリングサービス
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日本ならではの使い捨ての光景



使い捨ての文化
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*財務省「貿易統計」引用,対象品目；6601

30年で2倍以上増えた傘の輸入量
(億本)



使い捨て傘の抱えている課題

②街に残るゴミ

ポイ捨てされてしまう

①資源の無駄

数回の利用で廃棄に

③CO2排出

製造過程でのGHG排出

消費者が求めているのは”濡れない体験”



ミッション

使い捨て傘０へ

雨の日を快適にハッピーに

5



ユーザー課題ユーザーの課題とニーズ

急な雨の日に良いソリューションがない どんな天気でも雨の心配せず快適に過ごしたい
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ユーザー課題ユーザーへの提供価値
急な雨のソリューション

手ぶらを提供し快適な移動体験
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ユーザー課題アイカサとは

　アプリDLから簡単1分でレンタル

質の良い傘

コスパ良い

いつでもどこでも借りて返せる傘のシェアリングサービス
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ユーザー課題

経済的にも持続可能なモデルが確立

現時点での成果

累計会員登録者数 

50万人
スポット数 

1300箇所
YoY+100%YoY+33%
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ユーザー課題独自性・先進性

10

・普及が可能な傘のシェアリングサービスは弊社のみである 
・IOTとサーキュラーデザインを取り入れ先進性を活かし事業の強みに転換している



ユーザー課題SDGs経営の取り組み
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１、低資源✖︎シェアリングの仕組み

100万本で年間8000万回提供可能

1本の傘がシェアリングされていることで資源の効率が80倍違う

年間推定8,000万本消費されている



ユーザー課題SDGs経営の取り組み
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２、管理システムとリペアによる超長寿化

ICチップを傘に入れ、個体管理 故障傘は修理し寿命を5年に



ユーザー課題SDGs経営の取り組み
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３、CO2をオフセット+ビニール傘の消費を減らしカーボンネガティブな設計に

カーボンニュートラル*1

カーボンネガティブ 
1回のレンタルごとに692gのCo2削減

*サプライチェーン上におけるCO2量を概算し、植林や森林再生を通してオフセット



ユーザー課題SDGs経営の取り組み
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４、気候変動による熱中症対策として命を守る取り組みの開始

環境省とtenki.jpとの連携 東京アートベイにて晴雨兼用傘の展開東京都庁に日傘を設置

晴雨兼用折り畳み傘の開発を通して気候変動の適応のメジャーな手段へ



ユーザー課題選択テーマ：SDGs経営
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サーキュラーデザインを通して消費資源削減とカーボンネガティブを実現

理由：サーキュラーデザインのロールモデルとなりもっと循環型社会の実現と普及させていきたい



ユーザー課題今後の取り組み
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首都圏で1日15万人雨の日のインフラへ

オフィス
駅

マンション

コンビニ学校



年間55,000トンのCO2削減。

55,000


